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SDGs達成に向けて民間資金を動員

JICA初のサステナビリティボンドを発行
JICAは、SDGs達成に向けた民間資金の動員、国内

ESG※債市場の発展促進、さらにJICA事業の周知を目
的として、2016年に国内初となるソーシャルボンドを
発行しました。以降、2022年度末まで国内で発行する
すべての債券をソーシャルボンドとして発行していま
す。JICAが発行する債券（JICA債）で調達した資金は
有償資金協力事業に充当され、そのすべてが開発途上
国の社会課題の解決に貢献しています。また、このなか
には再生可能エネルギーを使った電源開発や自然環境
保全と地域住民の生計向上を同時に支援する事業な
ど、社会的課題の解決に加えて環境面の課題解決にも
貢献する事業が含まれています。
　このようなJICAの有償資金協力事業がもたらす多様
なインパクトをより分かりやすく発信するため、2023年
4月に債券フレームワークを刷新し、サステナビリティ
ボンドを新たに加えた「JICAソーシャル／サステナビリ
ティボンドフレームワーク」を公表しました。フレーム
ワークに対するセカンド・パーティー・オピニオンは、
ムーディーズ社より取得しています。この新しい債券フ
レームワークに基づき、2024年3月末までにサステナ
ビリティボンドとして、海外では12.5億ドル（ドル建て
債券）、国内では650億円（円建て債券）を発行しました。

JICA債は、ESG投資やSDGsへの貢献ツールとして
多くの投資家に支持され、2024年3月末までに347の

投資家から投資表明がありました。また、2023年度は
投資家との対話の一環として、JICA債への投資家であ
る曹洞宗と「食、防災・災害復興、平和」をテーマとした
エンゲージメント対談を実施しました。

新たに防災・復興ボンドを発行
　近年、日本を含む世界各地で地震や津波、洪水、暴
風雨、土砂災害、山火事など自然災害が頻発し、被害が
甚大化しています。関東大震災から100年にあたる
2023年の9月に、防災および自然災害からの復興に向
けた取り組みを一層強化するため、JICAとして初めて
「防災・復興ボンド」（サステナビリティボンド）を発行し
ました。調達した資金は、開発途上国での防災投資およ
び自然災害からの復興を支援する有償資金協力事業に
充当されます。

個人向け「JICA SDGs債」を身近なツールに
JICAは2011年度に個人向け債券を初めて発行してい

ますが、2022年度からは1万円より購入可能な「SDGs

債」の発行を開始しました。個人が気軽に国際協力に参
加する手段の一つとして、歓迎する声が届いています。
　今後もESG投資、SDGsへの貢献、身近な国際協力
ツールであるJICA 債の発行を通じて、多様な資金を動
員し、開発途上国そして世界全体の持続的な発展に貢献
していきます。

ESG債※発行総額（2024年3月末現在）

（円建て債券）

（ドル建て債券）

4,850億円
12.5億ドル

国内

海外
※  ソーシャルボンドおよびサステナビリティボンドとして発行された債券を指します。

サステナビリティボンドとしてのJICA債
Social 社会

※  (nYironment、6ocial、*oYernanceの略称
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